








その他のタイトル 〈II. Articles〉A Study of Asseptance and
Realization of Locality in Elementary School :
Field Work of Two Elementary Schools in the






























































対象校 日 E寺 対 象 調査者 調査内容
N小学校 1995年9月 校長 CP) 3人 聞き取り調査
第1回 約3時間 研究主任 (A教諭) 及び資料収集
N小学校 1995年10月 校長






















































また、インタビュー内容からの引用箇所は(I-N -1. P)という表記で示す。 iはインタ









504人でクラス数は合計 18O. 3. 4. 6年生が3クラス、 2. 5年生が2クラス、複式
学級が2クラス)、比較的小規模校といえる。教員数は計26名(女20、男 6、校長、教頭、
養護教諭等を含む)である。
N小学校のある N地区は人口 6.436入、世帯数1.904(7)で65歳以上の人口が 12.1%を占





ばそうだけど、悪くいえば甘えてしまうという所もやや残ってはいると思うんですね。(1-N -2. B) 
































































































































と。どんな先生も生活科できるんじゃなし、かというふうな意図があったですね。(l-N -2. B) 
実際の授業において、連携活動がみられるのは以下のような場面である。



























































数は計508人でクラス数は合計15(l， 5， 6年生が3クラス、 2，3， 4年生が2クラス)、
教員数は計29名(女23、男6、校長、教頭、養護教諭等を含む)であるけ-Y -2， C)。
Y小学校のある Y地区は首都圏近郊のC県にあり、東京に隣接している。 Y地区は人口9604















































んですね。それであの、時間をずらしてですね、 1-6，2-5，それから 3年生は単独、 4年生も単独で





















































隣の N小学区の、まあ上Yっていう Y地区は Y地毘なんですけども、隣の学区の農家の方にお願いして
いると、そういう状態。(t:t略)もしかすると学毘にあるお米屋さんにね、お金いくらか払ってやっても









































今出てきてるんです。(I-Y -1， C) 
以下で、「地域交流Jの具体的活動を克ていこう。
a) rv 様子クラブJ V小学校では、地域に伝承される rv様子」をクラブ活動の中に取
り入れている。第4学年から第6学年の児童20人が笛、鐘、太鼓などの練習をする。指





























































表 4 各活動の成立条件 (N小学校)
抽|・首都圏近郊の S果、 K市郊外の N地区。
































・ロールモデルの存在。 I・「田闘の先生J5‘6人 I .地域ぐるみでの行事、イ
・5.6年生 i べントへの関心 (1餅つ
I I I き大会でもやんねえかJ)
・稲作活動のまとめとなる今 日支蚕亥l ~ [苫世代交流挙業として
行事の必要性を認識。 I前半は学校行事、後半は公|。公民館から働きかけ
|民館行事として出発 |・公の補助金があった。
学校主催の行事として I t (学校主催の行事になっ






'持活担当教員、 e児童会、 I ， PTA企画委員会| 学校
担当教員らが中心とな j から PTAへ協力要請。
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-児童の要望 (D中プラス I.保護者の要望 (Y高校の
バンドの演奏を間いてみ Iコンサート I I 演奏を聞いてみたい) 0 
fこし、ハ 1 + 
'校長が要望を汲んで、 1キ 3校の校長の間で柏談:q:， [パザーにより運営資金


































































































































































































第l号 1984.10、pp.41-93 :同 I(下)J1筑波大学教育学系論集J第9巻第2号 1985 . 3、
pp.103 -151 :高口明久「地域社会における学校と父母 『父母の教育意識』論の今日的課題-J





pp.173 -202:高桑康雄「地域における教育情報の組織j向上書、 pp.137-171 :岸本幸次郎「地
域における社会教育の経営j向上書、 pp.203-233なとがある。
(4 ) 宇留田敬一「地域社会における青少年の指導」臼本教育経営学会編前掲書、 p.111
(5) 新井郁夫「地域教育経営の課題j 日本教育経営学会編前掲書、 p.269-295 
(6) 例えば「教育権」論が、教育・学習主体としてのあり方を確立してきている。
(7) 11平成 5 年度版 K 市統計書~， 1994. K市役所
(8) 老年人口指数は老年人口 (65歳以上) -:-生産年齢人口(l 5~64 歳) x 100で算出する。
(9) 平成2年度国勢調査報告書， 1992.より算出。
(0) 11M市統計書』平成6年度版、 M市役所， 1995より。
01 ) 平成2年度密勢調査報告書， 1992.より算出。
(2) 11M市統計書J平成6年度版。
付記:本稿は、車Il6、安藤、武井の3人が共同で調査を実施し、分析検討した成果を分担執筆している。
執筆箇所はそれぞれ (1第l節」朝日素明、「第2節」安藤知子、 I第3節J1第4節J1第5節J武
井敦史〕である。
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